
ＬＥＤ照明設備のリース導入について

ＬＥＤ照明設備導入の背景
・水銀灯ランプ及び蛍光灯器具については、国内製造
が終了しており施設によっては代替品にて対応して
いるケースがある。

・蛍光灯ランプは近年高騰しており、メーカーによっ
ては令和５年１０月から約４０％の値上げが行われ
る。

・国は、２０３０年までに政府全体の施設についてLED
化１００％を目指している。

・照明設備のランプ交換が、施設職員の負担となって
いる。また、高所の機器については高所作業車が必
要となるなど維持費用が高額となる。

照明設備のＬＥＤ化によるメリット
・既存照明のＬＥＤ化により、電気代を約６０％節約
可能。

・蛍光灯の光源寿命が約10,000時間に対し、ＬＥＤは
約40,000時間と長く、管球交換の作業も削減可能

・機器の発熱が少なく火災リスクが低い、またガラス
等を使用しないため地震時の落下による事故のリス
クが低い。

※小中学校や給食センターについては、
今後の導入にむけ検討中

健康ドームでの試算結果（例）

36,753千円のコストメリット
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リースを導入することによるメリット
・複数施設にLEDを導入する場合、一時的に多大な費用
を要するが、リースの場合コストの平準化が可能と
なる。

・リース期間中は、照明設備機器の維持管理・故障対
応は事業者により無償で実施。

・リース終了後（１０年後）は、市へ無償譲渡。
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